
合城分園

最
も
高
い
所
に
天
守
の
現
存
す

る
山
城

（標
高
４
３
０
じ
。

二
層
二
階
の
典
型
的
な
山
城
だ

が
、
三
層
に
見
え
る
様
に
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
て
い
る
。
篭
城
戦
を

想
定
し
、
囲
炉
裏
や
装
束
の
間

が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
三
階
に

は
御
社
壇

（神
棚
）
が
あ
る
の

が
特
徴
。
天
守
は
１
６
８
３
年
、

水
谷
勝
宗
に
よ
っ
て
大
修
復
さ

れ
た
も
の
。

（回
指
定
重
要
文
化
財
）

か
つ
て
は
食
事
を
つ
く

る
場
所
だ
っ
た
が
、
現

在
は
ト
イ
レ
に
な
っ
て

い
る
。

御
盛
細

（
Ｗ
・
Ｃ
）

二
の
丸
は
も
っ
と
も
広

く
お
弁
当
を
食
べ
た
り

す
る
の
に
最
適
。
城
下

を
見
下
ろ
し
た
り
、
記

念
撮
影
を
し
た
り
も
で

き
る
。

二
の
九

′

芭

大
松

”
城

ヘ

荷
馬
を
繋
い
で
い
た

厩
曲
輪
。
現
在
で
言

え
ば
駐
車
場
に
あ
た

る
場
所
。

天
守
の
北
側
、
岩
盤
の
上
に

造
ら
れ
た
二
重
格
。
天
然
の

岩
盤
の
上
に
石
垣
を
築
き
建

て
ら
れ
て
お
り
、
山
城
の
特

徴
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。

（国
指
定
重
要
文
化
財
）

＼＼＼

手
閑土

土
塀
の
一
部
が
現
存
の
も

の
で
、
残
り
は
復
元
さ
れ

た
も
の
。
壁
の
段
差
で
、

現
存
部
分
と
復
元
部
分
を

区
切
っ
て
い
る
。

（国
指
定
重
要
文
化
財
）

大
手
門
か
ら
先
に
は
多
く
の

石
垣
が
残
っ
て
い
る
が
、　
一

際
目
を
引
く
の
が
大
手
門
の

右
手
に
そ
び
え
る
石
垣
群
だ
。

天
然
の
岩
盤
の
上
に
石
垣
を

築
き
、
更
に
土
塀
を
建
て
る
。

山
城
の
魅
力
で
あ
る
天
然
と

人
工
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
よ
く
表
れ
て
い
る
。

ふ
い
ご
峠

参
城
警
理
バ
ス

楽
昨
場
所

水
谷
家
は
三
代
で
世
継
ぎ

が
無
く
断
絶
。
こ
の
際
、

城
の
受
取
に
来
た
の
が
播

州
赤
穂
の
大
石
内
蔵
助

だ
っ
た
。
備
中
松
山
藩
家

老
鶴
見
内
蔵
助
と
の
話
し

合
い
に
よ
り
、
無
血
開
城

す
る
こ
と
に
成
功
。
二
人

内
蔵
助
会
議
と
し
て
語
り

継
が
れ
る
。

Ｗ

◆
Ｃ

中
太
装
の
九
跡

か
つ
て
御
根
小
屋
と
天
守

と
の
伝
達
手
段
と
し
て
使

わ
れ
た
太
鼓
の
丸
。
下
太

鼓
の
九
と
中
太
鼓
の
丸
の

二
つ
の
中
継
地
点
を
も
う

け
、
太
鼓
の
合
図
で
連
絡

を
取
り
合
っ
て
い
た
。

腰 大

掛 石

内

蔵

助

石

下
太
数
の
九
郎

Ｗ

・
Ｃ

t事 ,

〕h″世
I綸中

,軋 ,IⅢ鳴耳
畿 4

建
歩
重

八
り

０

導

御
根
小
屋
郎

耐 i

1`や ゛
赳ヽ

ⅢⅢⅢ＼哄 ト
Nいいとお

御
殿
坂

参
城
警
理
バ
ス

素
降
場
所

阜 城
卓 見
場 橋

公

園

臥
牛
山
８
合
目
の
駐
車

場
。
備
中
松
山
城
の
御

社
壇
に
納
め
ら
れ
た
三

振
の
宝
剣
を
こ
の
場
所

で
作
ら
せ
、
そ
の
為
に

大
き
な

「ふ
い
ずと

が

設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
こ
の
名
前
が
つ

い
た
。
こ
こ
か
ら
徒
歩

で
７
０
０
ｍ
約
２
０
分

で
天
守
に
到
着
。

ふ
い
ご
峠

城
主
が
日
常
住
ん
で

い
た
御
殿
に
当
る
建

物
で
政
庁
も
兼
ね
て

い
る
。
天
守
は
象
徴

的
な
存
在
で
、
政
治

の
中
心
は
御
根
小
屋

で
行
わ
れ
た
。
現
在

の
高
梁
高
等
学
校
。

御
根
小
屋
郎

一般社回法人 高梁市観光協会

二
童
格

び つ ち ゅうよ つ や ま じょう

″ 二r i  V

大
手
田
郎

中
人
数
の
九
郎

ヽ

'k(,

天

守

天守が現存する

由

膳
細

。梅

人
石
内
蔵
助
腰
掛
石



騒 ぺ戎 宗祭―免
秋 厘 家 1240 の つ

の |こ

を築 く。これが備中松山城の歴史の始まりになる。

/  ヽ

み つ ひきりょう

三つ引両

い

の

で |こ ヽセヽき この こ

与
誌一‐３３‐一 吼菱肺階
静
一一一

天守が残る場所 )まで拡張される。

の |こ高  家 高帥秀入城。高印
1 い| の0 かさ  くぎ ぬ

重ね釘抜き
備前に追われる。

高師秀を備前に延 の び城主

1こ1362年 ―e まる  み つ ひきりょう

丸に三つ引両
寺 (足利 専 氏 が全 」に ζ立さ上 塁 荒廃 していた安睡

せた寺)を上野頼スが再興。没後 1頼λ」の2文宇1e 心、た  ひきりょう

二つ引両
を取つて安国頼久寺と寺号を改める。

得た三村氏と、′ つて1533菊F―
ぐんはい うちわ

軍配団扇
行 う。三村毛利連合軍に破れ戦死。滅亡する。▽

三本 家

btti こ 6イこ

毛不可と宇喜多がF 離反。
乳た知折騒 に よの る。①

秀u輝元 が城 主 に。 上の三村氏を滅ほ し篭
セヽ ケ えれ、157

=
い ち もん じ  み   はじ

一文字に三つ星
防長2国に退 くまで、毛利の備中の拠点 となる。

川ヽ 均 家 関ケ原合戦後徳テI の て 庶が

に よ正 の |が L承。1600年 ―

れ◇ はなつきしつぽうはなかく

花付七宝花角 イこ

因幡鳥取 より入多。長幸は新田を開 :池 [[ 家
を拡張。池田輝函の 1こ る。

死後、子の長常が備中松山藩城主に。∝ まる 1こ  あげ は ちょう

丸に揚羽蝶
~番

の 貞か りセヽ

となり、藩主の赤1641

⑨ 乳たJ肇蜂蒲
アk宅 家 へ

。て

1 IIのにより
|こひたり みつ どもえ

左三つ巴 の
e

と。 大石 内蔵 助 が城 身と居Z〕 兄り169 備 中松山城を接珂

囲 死に置の詢選い城代として1年間在番。

家 の1こ。安 ,

169 II しての

名高く茶道・俳譜で活躍。③ 留り命占
山城淀藩か ら入畜。板 倉 勝 澄 と入れ

'

3形石チI 家

で伊勢亀山藩へ ; ひ封。1710 蛇
め

目
の
の

よ板 窄
へ 。17 I

ア
」

比争

で
攀 〈 よ うどもえ

九曜巴


